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BEST ダブルスキン 熱負荷シミュレーション 

1.はじめに 
I ビル 1)の外装には、自然換気のできる全周ダブルス

キンを採用し、自然エネルギー利用と外皮負荷のミニマ

ム化を実現している。本報では、BEST 専門版に組み込ま

れる予定であるダブルスキンの計算プログラムを用い

て、I ビルについて熱負荷シミュレーションを行った結

果について示す。 

2.自然換気のできる全周ダブルスキンオフィスの概要 
本ダブルスキン(図 1)は、アウタースキンとインナー

スキンの間隔を約 800 ㎜確保し、3 層を 1 区画として、

外気の給排気口の高低差を大きくすることで排熱換気の

駆動力を高める計画としている。最大の特徴はダブルス

キンと自然換気の両立である。自然換気口の開口はトン

ネル形状とし、ダブルスキンを貫通し自然の風を事務室

内に導入する。 

基準階事務室(図 2)は、約 60m×約 60m の正方形で、

コア部を除くほぼ全周に、先に示したダブルスキンが配

置されている。事務室面積は 2,355 ㎡、事務室奥行は約

18m である。 

3.シミュレーション概要 
表 1 に今回計画のシミュレーション条件を示す。ダブ

ルスキンの形状は、実際の計画を模擬した入力とした。

事務室天井内に相当するアウタースキンは石貼となって

いるため、窓上高さを腰壁高さとして入力した。照明･

コンセント発熱については、実績値を参考にスケジュー

ル値を設定した。 

 

図 1.ダブルスキンの構造概念図 

図 2.基準階事務室平面図 

表 1.シミュレーション条件 
項目  計算条件  
ダブルスキン  窓高さ：2.8m、腰壁高さ：1.7m  

ダブルスキン奥行 ：0.9m  
吹抜層数 ：3、上下換気口：0.06 ㎡ /m  
ガラス：透明＋Low-E 複層  
ブラインド：暗色 (常閉 ) 
ペリメータ奥行：5m  
階層の指定なし(平均性能 ) 
※腰壁 ･奥行はインナーガラスと庇形状を考慮して  
設定した。  

内部発熱  照明：5W/㎡×75％、コンセント：10W/㎡×75％  
※BEMS にて収集した実績値を参考に設定した。  
人員：0.1 人 /㎡、外気量 2.5CMH/㎡  

室内温湿度条件  下限：22℃ 40％、上限：26℃ 50％  
空調運転時間  8～ 20 時、8～ 9 時は予冷熱運転 (外気カット) 
気象条件  拡張アメダス標準年 (東京 ) 
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4.シミュレーション結果 
4.1 実績値との比較  

図 3 に基準階全体の月積算装置負荷(冷房)の計算値と

実績値を示す。7･8 月の試算結果では計算値の方がやや

大きいが概ね一致している。中間期においては、計算値

と実績値の差が大きい。今回の試算では、自然換気･外

気冷房･CO2制御の効果を考慮していないことが主な要因

であると考えられる。 

4.2 今回計画(ダブルスキン)と一般建物(Low-E)の比較 

今回計画(ダブルスキン(図中では DS と表記))と一般

建物(外装を Low-E 複層ガラスと想定、窓面積率は今回

計画と同等)の比較を行った。 

図 4 に、西ゾーン･夏代表日と南ゾーン･西代表日にお

ける、時刻別装置負荷(冷房)と PMV の計算結果を示す。

ダブルスキンを採用することで、装置負荷は西ゾーンで

40％、南ゾーンで 35％程度低減され、PMV は 0.05 程度

改善されることがわかる。 

図 5 に、ゾーン別の年積算装置負荷の計算結果を示

す。年積算装置負荷(冷房)は南ゾーンで 28％程度、ペリ

メータゾーン全体では、約 22％程度の低減効果が確認さ

れた。基準階全体の年積算装置負荷(冷房･暖房合計)

は、14％程度の低減となった。 

4.3 外装仕様のケーススタディ 

4.2 では、一般建物の外装を Low-E 複層ガラスと想定

し、詳細比較検討結果を示したが、ダブルスキンの仕様

を変更した 4 ケース、一般窓(透明複層ガラス)を追加し

た合計 7 ケースについて、基準階全体の年積算装置負荷

(暖房･冷房)の計算を行った。計算結果を図 6に示す。 

年積算装置負荷(冷房･暖房の合計)は、ブラインドを

中間色、明色へ変更すると、1％、2.5％程度増加傾向と

なった。ダブルスキンの上下開口を 2 倍とすると、2％

程度減少となった。今回計画は、自然換気とダブルスキ

ンの両立を意図し、事務室の自然換気用開口とダブルス

キン内の換気用開口を交互に配置するといった、建築計

画も含めた総合的な観点から外装計画が決定されてい

る。なお、透明複層ガラスに対しては、年積算装置負荷

(冷房･暖房の合計)が、30％程度低減となった。 

5.まとめ 
1)自然換気のできる全周ダブルスキンオフィスについて

BEST を活用したシミュレーションを実施し、計算値と実

績値の比較を行ったところ概ね一致した。 

2)各種ケーススタディを実施し、本事務所の省エネルギ

ー効果について示した。一般事務所(Low-E 複層ガラス)

に対して 14％程度の省エネルギー効果が得られることが

確認された。 
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(a)西ゾーン･夏代表日  (b)南ゾーン･秋代表日 
図 4. ペリメータの時刻別装置負荷(冷房)と PMV 
(今回計画(ダブルスキン)と一般建物(Low-E 複層)の比較) 

図 5. ゾーン別年積算装置負荷 
(今回計画(ダブルスキン)と一般建物(Low-E 複層)の比較) 

 

図 6.ケーススタディの例(時刻別装置冷房負荷) 

図 3.月積算装置負荷(冷房･フロア合計)の計算値と実績値 
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